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【緒⾔】現在、有機 EL 素⼦(OLED：Organic Light-Emitting Diode)に使われている⼀般的な発
光材料は EL スペクトル幅が広く、⾊純度が低い。そのため、ディスプレイ⽤途における⾼演⾊
化のためには⾊純度の向上が求められる。本研究では CaF2/ZnS 交互積層膜を上部に持つ反転構
造トップエミッション型 OLED(iOLED)を作製し、マイクロキャビティ効果による EL スペクト
ルの狭帯化の実現を⽬指した。また、交互積層膜は OLED の上に成膜するため、OLED を保護す
る機能も併せ持つのではないかと考え、CaF2/ZnS 交互積層膜の保護性能について調査を⾏った。 
【実験⽅法】真空蒸着法を⽤いてガラス基板上に OLED を作製した。素⼦構造は Fig.1 に⽰す。
誘電体の積層数の違いによるマイクロキャビティ効果の影響を調べるために 1,3,5 とペア数を変
化させた。作製した各素⼦における電流-電圧-輝度特性および EL スペクトルを測定した。全ての
OLED は成膜後、カバーガラス等による封⽌をせず、デシケーター内で通電していない状態で保
管し、ダークスポットの形成等の経時変化を観察をした。 
【結果・考察】作製した各素⼦のおける EL スペクトルの結果を Fig.2に⽰す。誘電体積層膜を持
つ iOLED はペア数の増加に伴って、EL スペクトル幅が⼤幅に狭帯化された。これは、下部電極
と誘電体積層膜間のマイクロキャビティ効果に由来する。ダークスポットの形成に関しては、従
来型の OLED(cOLED)は 3⽇後には発光領域が 9 割ほど減少してしまった。⼀⽅、誘電体積層膜
を上部に持つ iOLED は 2 ヶ⽉後までダークスポットが抑制され、素⼦全⾯での発光が維持でき
た。素⼦の保護性能発現の要因としては、素⼦上部の CaF2/ZnS 交互積層膜が封⽌性能を持ち合
わせている事と、反転構造を採⽤した事で劣化のし易い Al/LiF 電極が素⼦下部に位置することの
2 点が考えられる。CaF2膜、ZnS 膜各々がどの程度封⽌性能を持つのかを調査するため、従来型
の素⼦上に誘電体単層膜を蒸着し、経時変化を観察した所、ZnS 膜がより⾼い封⽌性能を持って
いることがわかった。 
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Fig.1 Device structure of OLED. Fig.2 EL spectra of OLED. Pictures show sample pixels (2×5 
mm2) of OLED with 3 pair CaF2/ZnS multilayered film before 
and after storage. 
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